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学習課題（小学校３年生） 

【国語】計画を立てて少しずつ取り組んでいきましょう。 

＜勉強すること＞ 

◆「こそあど言葉を使いこなそう」（教科書 88ページ）を学習します。こ

こでは、何かを指ししめす言葉のはたらきについて学びます。 

 

 

①教科書 88ページの表から、「こそあど言葉」をどのように使い分けて

いるか読んだあと、表をノートや取組シート 

 に書きうつしましょう。 

②教科書 89 ページの１に取り組みます。ノー 

トや取組シートに問題文を書きます。こそあ 

ど言葉に線を引き、それが何を指しているの 

かを書きましょう。 

◆90 ページ「引用するとき」を学習します。 

 

 

①引用する時には、きまりがあります。教科書 90 ページの①～③を読

み、ノートや取組シートに引用のきまりを書きうつしましょう。 

②91 ページを読んで、「正しく引用するときの書きとめ方」と、「人から

聞いたことを引用するときの書き方」について、大事だと思ったこと

をノートや取組シートにまとめましょう。 

③91 ページ下のだん８行目～11 行目のかだいに取り組みます。下の例
れ い

をさんこうに、ノートや取組シートにしょうかい文を書きましょう。 

◆111 ページで学習するかん字（植～都まで）をノートに練習します。 

例：①156 ページを見て、書きじゅんを指で書いてみましょう。 

②読み方・使い方を声に出して、言ってみましょう。 

③出てきた漢字をつかって、文を作りましょう。 

 ＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 

・こそあど言葉を使い分ける際には、自分に近いか、相手に近いかなど、その物との

距離で使う言葉が決まることを理解することが大切です。ご家庭にある物などを使

って、「話し手に近いから『これ』だね。」などやりとりをしてみると効果的です。 

「この・その・あの・どの」や「これ・それ・あれ・どれ」などの言葉を

まとめて、こそあど言葉といいます。 
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他の人の言葉を、自分の文章や話の中で使うことを、引用といいます。 

引用の仕方の例 

「こまを楽しむ」を読んで、わたしは、 （えらんだこまの名前）にきょうみをも

ちました。 （えらんだこまの名前）の遊び方は、「 （遊び方を書きぬく）」です。 
＜使った本＞ 安藤正樹「こまを楽しむ」、□ページ、光村図書、国語三上、2020 年 
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【社会】 

＜勉強
べんきょう

すること＞「スーパーマーケットのようす」 
 

◆スーパーマーケットのようすについて、教
きょう

科
か

書
しょ

72～75 ページや地
ち

図
ず

帳
ちょう

、学校で使っているしりょうなどをさんこうに、スーパーマーケッ

トのようすについて、ノートやとりくみシートにまとめましょう。 
 

(1) 教
きょう

科
か

書
しょ

73～74 ページのイラストを見て答えよう。 

  ①下に書かれているものの中で、売っているものに〇、売っていな

いものに×を入れよう。 

  (  )やさい (  )せんざい (  )くつ (  )おかし 

 

   ②スーパーマーケットではたらく人はどんな仕事をしているかな。 

    ３つ見つけて書いてみよう。 

 

  (2) ぶたにくやぎゅうにく、とりにくは「にく売り場」、魚や貝などは 

   「魚売り場」にまとめてしょうひんをおくことで、どんなよいことが

あるかな。 

 

  (3) スーパーマーケットで見学するときに、気をつけることについて、 

の（  ）に入ることばを入れよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 
  

・スーパーマーケットでは、商品を売るためにたくさんの工夫をしています。一緒にスー

パーマーケットに行き、どんな工夫があるか探してみると、意欲的に取り組むことがで

きます。 

 

 

 

 

・店の人の仕事や、買い物をしている（     ）のじゃまになら

ないようにする。 

・（     ）には手をふれないようにする。 

・話を聞くときはあいさつをして、終わったら（    ）を言う。 
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【算数】 

＜勉強すること＞◆「たし算とひき算」⑦（教科書 45～46 ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３２０＋２９８を、下のようにくふうして計算しました。 
どのように計算しているでしょうか？ 

 

あれ？ どこが「くふう」なのかな？ 

② ３２０＋２９８＝ 

３２０＋３００＝ 

２をたす 

① 

２をひく 

くふうして計算をするとまちがいがへったり、かんたんに計算できたりするよ。 
どんなくふうができるかを考えよう。 

３２０＋２９８を筆算で計算してみよう。 

 

 

 

 

①→②のじゅんばんで計算をして、  に数を書こう。  

①→②のじゅんばんで計算すると、どんなよいところがあるかな？考えて書こう。 

※「３２０＋３００」にして計算しているりゆうを考えてみよう。 

ひき算でも、「くふう」して計算できるのかな？ 

１０００ー３１２を、下のようにくふうして計算しました。 
どのように計算しているでしょうか？ 

 ② １０００ー３１２＝ 

１をひく 

① 

１をたす 

 ９９９ー３１２＝ 

１０００ー３１２を筆算で計算してみよう。 



                  札幌市教育委員会（小学校３年生 ７月 20 日～31 日分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  自分と… 同じ！ ・ ちがう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 

◆計算のくふう（教科書 P45・46） 

・与えられた数を置きかえたり、計算の順序を工夫したりして、「きりのよい数」に着

目することが大切です。教科書に示されていない方法で「きりのよい数」を見いだ

し、「こんなやり方でもできるよ！」と見方を広げていたらとても素晴らしいです。 

①→②のじゅんばんで計算すると、どんなよいところがあるかな？考えて書こう。 

 

 

 

 

あわせて何円でしょうか。 

  ３８６円  ６７円 あめ ３３円 

※計算がかんたんにできるりゆうを考えてみよう。 

どんなくふうができるかを考えてみよう。 

式を立てて、答えを出そう。 

 

自分の考えとゆきさんの考えをくらべてみよう。 

ゆきさん 

ゆきさんの考えのよいところはどこかな？考えて書こう。 

 

 

 

〇をつけよう。 
 

６７＋３３＝１００ 

３８６＋１００＝４８６ 

答え ４８６円 
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【理科】 

＜勉強すること＞ 

◆教科書「トンボやバッタを育てよう」（46ページ）を見て、こん虫の育ち

方についてまとめましょう。 

◯教科書 46 ページのチョウ・バッタ・カブトムシ・セミの育ち方を、

下の表を取組シートやノートにかきうつして、書きこみましょう。 

 

 

育ち方  育ち方 

チ
ョ
ウ 

 

ト
ン
ボ
や
バ
ッ
タ 

 

カ
ブ
ト
ム
シ 

 
セ
ミ  

◯上の表をみて、こん虫の育つじゅんについてまとめ、取組シートやノ

ートに書きましょう。 

 こん虫には、チョウやカブトムシのように（     ）→

（     ）→（     ）→（     ）のじゅんに育つも

のと、トンボやバッタのように、（     ）→（     ）→

（      ）のじゅんに育つものとがいる。 

 

◆教科書「たしかめよう」（47ページ）を見て、「トンボやバッタを育てよ

う」の学習のまとめをしましょう。 

  ※これまでの学習を思いだそう。 

 

＜保護者による関わり方のポイント＞※可能な範囲でお願いします。 

・この学習では、昆虫の中には、チョウのようにさなぎになり成虫になるものと、トン

ボやバッタのようにさなぎにならずに成虫になるものがあることに気付くことを大

切にしています。 

・「トンボやバッタとチョウの育ち方の違いはどこかな。」などと、さなぎになる昆虫と

さなぎにならない昆虫の育ち方の違うところに気付けるように声をかけてあげてく

ださい。 
 


